




Les ﬁnances de Philippe le Bon, duc de Bourgogne 




L’« aide » et l’« emprunt », expédients financiers pour les affaires, surtout, militaires du 
duc, furent demandés aux habitants de Bourgogne cinq fois dans les années 1420 mais à partir 
de 1430 presque annuellement.  Leur somme fut déclarée après l’accord avec les Trois Etats 
pour le Duché de Bourgogne tandis que la répartition n’en fut pas précisée pour chacun de 
six bailliages du Duché.  Les receveurs désignés particulièrement pour ce bureau réussirent 
à lever une somme plus grande que celle du revenu annuel des rentes et impôts ordinaires.  
D’ailleurs, ils le versèrent très vite, quelques mois après la déclaration, au receveur général de 
l’aide.  Evidemment ils effectuaient le paiement d’avance et ultérieurement faisaient le rentrer 
aux habitants ; mais de toute façon les paysans et les citadins pouvaient préparer et contribuer 
une certaine somme pendant un court temps.  Le fait témoigne, d’une part, qu’ils réservaient 
un stock dont ils n’avaient pas besoin quotidiennement et, d’autre part, qu’ils contribuaient 
sans doute volontiers à la demande pécuniaire du duc comme s’ils avaient répondu à l’appel 
de la collecte, et non qu’ils étaient forcés à la régler involontairement.  De plus, les receveurs 
particuliers restituaient les fonds aux contribuables, s’il en restait encore après le versement au 
receveur général.  Le duc et ses agents ne semblaient pas hostiles aux habitants, et vice versa ; 
ceux-ci ne doutèrent pas que la victoire de la guerre leur remportât le bien public.














まず « Aide »という語は 2通りの意味で使用するということを確認しておきたい。« Aide 
ordinaire » と表現する場合，これは « imposition » とほぼ同義で，間接税を意味する。「ブ
ルゴーニュ領邦総合会計 Recettes générales du Duché et du Comté de Bourgogne」の中では
« ordinaire » の語をつけず， « Aide » だけでバイイ管区やシャテルニーごとに徴収された間接
税を表現している。ただ概ね小額であり，収入構造を理解する上で不可欠の分析対象とは言い
難いので，本稿では格別に取り上げない。
これに対して，« Aide extraordinaire » と表現する場合（文脈から限定不要の場合には，こ
の « extraordindaire » を省略することもある）は，三部会（15世紀 Bourgogne公領の史料
では « les gens de Trois Estats » と表現する） の同意を必要とする臨時特別課税を言い，国王













定する。まず 1420年代を概観すると（表 1参照），1421年から 25年まで毎年相当の額が徴収
されている。21年はマール単位の銀徴収が実施されたが，その要求・合意総額は不明である 6。
22年 3月に 3万 6千フラン，翌 23年 4月に公領に対しては 2万フラン，ソーヌ川以東の土地










いて 36年 3月に御用金 8千フラン，8月に借入 1万 8千




















































勘定役・会計期 MR 第 1 MR 第 2 MR 第 3 MR 第 4 MR 第 5 MR 第 6 MR 第 7 MR 第 8 MR 第 9 MR 第 10 MR 第 11 MR 第 12 LV 第 1 LV 第 2
年 1427年 1428年 1429年 1430年 1431年 1432年 1433年 1434年 1435年 1436年 1437年 1438年 1439年 1440年

































































































（小計） 36,081 41,294 39,958 37,314 23,639 27,320 24,181 32,780 26,682 28,623 35,279 29,076 25,600 26,748 





















Autun司教領 220 740 655 280 
Macon, Chalon Langres 司教領 400 1,961 1,487 2,272 2,020 2,591 
Bar-s-Seine
Saulieu
300 340 408 





Mertigny lez Nonnanis 200 400 57
（小計） 0 400 1,002 874 120 0 40 250 1,317 5,351 3,328 3,990 3,834 4,011 











































合計 10,285 4,560 11,170 41,379 15,101 18,515 11,767 4,110 26,113 20,666 5,321 2,020 1,301 3,973 
総合計 67,450 79,392 76,781 102,914 62,364 82,236 62,047 63,030 87,780 92,318 75,081 73,251 58,962 64,453 
MR = Mahieu Regnaut
LV = Louis de Visen
1432年の「その他」12,515 £には 1430年度の御用金残高 90 £ と 31年度の同 4,947 £を含む。
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を与えたいと考えている 10。そのために 1433年から 36年まで，財政面では最悪の状況下で徴
収された御用金と同期の借入金に焦点を絞って，詳細に分析してみたい。
2．御用金の負担配分・徴収・引渡し（1433年から 1436年まで）
当該 4年間に，御用金は 9万 5千フラン，3回におよぶ借入金は 6万 2千フランで，臨時徴









マイウ・ルニョーの記載を利用して復元することができる。公領 5管区 12にボーヌ Beauneと
ニュイ Nuitsを加えて，計 1万 8千フラン，マーコンで 2千，併せて 2万を徴収した。いずれ





















ンターニュ（B4065, B4069, B4070）とシャロン（B3675, B3678-2, B3678-3）と，2管区だけで
ある。各々の 3回にわたる管区徴収総額と統括役への引き渡し額を合計してみると，シャティ
ヨンでは指定徴収役ギヨーム・ロカン Guillaume Roquantが 1,115フランを徴収し，そのう
ち 790フランを，シャロンでは指定徴収役ジャン・ジラール・ド・ジャンリ Jehan Girard de 
Genlisが 9,671フランのうち 6,356フランを，それぞれ統括役に供与したことになる。この 35
年，シャティヨン管区の通常収入は 1,000フラン程度で 14，管区通常勘定役ジャン・ド・ヴィ
ルセシー Jehan de Villecesseyはそこから 782フランをブルゴーニュ領邦勘定役ルニョーに引
き渡している。つまり固定化した地代収入や消費税 1年分を上回る臨時税を徴収したことに
なる。この事態はシャロン管区ではさらに顕著になる。御用金指定徴収役を兼ねた管区勘定役
ジャン・ジラール・ド・ジャンリは通常収入，12ドニエ税，ブドウ酒 8分の 1税の 3種を合

















バイイ管区 年 1433/7 1433/8 1434/4 1434/8 1435/2 1435/5 1435/8 1436/3 1436/8-9 1437 1438/10 1438/11
























































































































































































典拠 B2378 B2379 B2382 B2381 B2383 B2385 B1660-1 B11716 B2391 B2389
三部会合意総額
（公領負担分）
















統括役 J. F. J. V. J. V. M. R. L. V. L. V. J. V. M. R. L. V.
（6000slt）
（2000slt） （2300slt）
 J. F. = Jehan Fromont M. R. = Mahieu Regnault
 J. V. = Jehan de Visen *H.U.：全 10葉のうち第 6葉以降が支出項目を記載。しかし支出総額を記載したと思しき葉は散逸。




バイイ管区 年 1433/7 1433/8 1434/4 1434/8 1435/2 1435/5 1435/8 1436/3 1436/8-9 1437 1438/10 1438/11
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1,955フランを記録している（B3678-2）ので，これも 2対 1とは言い難い。 しかしオータン管











ジャン・ド・ヴィザン Jehan de Visenは兄ルイ Louisとともに 1430−40年代のブルゴーニュ
公領で活躍した財務官僚である。彼が御用金徴収統括役として遺した記録が2点現存している。
1436年 3月に合意した御用金 8,000フランの各管区からの受領記録（B1660-1）と 42年 6月合
意の御用金 38,800フランの受領記録（B1660-3）である。36年の場合，ディジョン管区はヴィ
ザン自身が指定徴収役を兼任し，2,716フランを拠出した 18。これは公領全体の実徴収額 8,500







翌 37年 11月となっているが，ともかく 3ヶ月足らずで当初予定額をあっさり凌駕したことに
なる。
この 36年の 8,000フラン徴収「割当」は，おそらくディジョン 2,600，ボーヌ・ニュイ 1,000，


















されたから 19，この事実を単なる省略と見るべきではない。36年の場合，管区ごとに 1口 200
フランと考えれば，ディジョン 13口，ボーヌ・ニュイ 5口，シャロン 5口，オーソワ 8口，オー
タン 7口，シャティヨン 2口，と理解される。先の 35年 2月の 2万フラン（ブルゴーニュ公
領だけなら 18千フラン）の場合は，管区ごとに 1口 400フランとして，ディジョン 3,200フ













1433年 7月の 4万フラン借入の場合はジャン・フロモン Jehan Fromontを徴収統括役 23と
して管区ごとに徴収したと推定されるが，現存する史料はオータン管区の記録（B2378）1点
のみである。4万フランとは公領と伯領を合わせた額であろうから，折半したと考えれば，先






載がある（B1651, ff.40R°-44R°）。公領ではニコラ・ロラン Nicolas Rolinから 1,000フラン 24，
アンベラン・ロージョレ Humbelin Laujoletなるディジョン市民からも 1,000フラン，シャロ
ン市民ウード・モラン Oudot Molainから 700フラン，などブルゴーニュ公の家臣を中心に，
一般市民 25を含めて計 58名から総額 6,040フランを，伯領ではソヌリー勘定役ベルナール・
ノワゾー Bernart Noiseuxから 300フラン，グリュエリー勘定役ジャコ・ヴュリィ Jacot Vurry











































































 1 Jean RAUZIERの研究は対象時期が異なるが，常に敬意をもって接している。その近作は La 
Bourgogne au XIV° siècle. Fiscalité, population, économie. Dijon, 2009. 
 2 フランス王ジャン 2世が末子フィリップにブルゴーニュを親王領として授封したのは 1363年 9月 6
日であった。
 3 この時の要求・合意総額は不明。BAUTIER, Robert-Henri & SORNAY, Janine éds. ; Les sources de l’
histoire économique et sociale du Moyen Age. Les Etats de la Maison de Bourgogne, vol.1 : Archives centrales de l’
Etat bourguignon (1384−1500) Paris, 2001, p.391.
 4 上記以後は 1375年 8月から 1403年 2月までに 15回にわたって合計 58万 5千フランの御用金を要求
した。Id; Sources, pp.391−396. 
 5 16年間の治世のうち 1406年 2月，10年 6月，13年 8月の 3回分の御用金合計額は 7万 1千フラン。
金　尾　健　美
222
4回めの 17年 6月分は総額不明。17年 12月には借入を行っているが，現存する史料は断片的で，や
はり総額不明。以上の合計 5回。Id; Sources, pp.396−397.
 6 拙稿「ヴァロワ家ブルゴーニュ公フィリップ・ル・ボンの財政（4）― 1421年の銀徴収記録―」『川
村学園女子大学研究紀要』第 19巻 第 1号 2008, pp.15−43. 参照。
 7 1422年の記録は散逸したが，1423年分は ADCO B1623, ff.51−64.に，24年分は B1625 ff.82−83.に，そ
して 25年分が B1628 ff.83−90.に記載されている。
 8 三部会の合意総額 6,000サリュのうち 4,300を公領が負担。さらにそれを 2度に分け，第 1回めに 2,000
サリュ（2,750フラン），第 2回めを 2,300サリュとした。しかし 2回目は実際には 2,300サリュ相当
の 3,162フラン 1/2ではなく，2,975フランとされた（B4075前文）。さらに，11月は 6,300フランの
うち，3,000フランを公領が負担した。サリュ Salutはイングランド王が発行する金貨で，1421年 8
月 11日，11月 30日，および 23年 2月 6日の 3回分は分割数 taille 63，純度 24kで，発行レートを
20 sous parisisとしたが，23年 9月 6日発行分から分割数を 70とした。つまり対マール 10/9の水増
し・貶質を実施したことになる。おそらく，そのために旧発行分を，発行レートの 20 sous parisis （= 




 9 拙稿「ヴァロワ家ブルゴーニュ公フィリップ・ル・ボンの財政（6）― 1420−30年代のブルゴーニュ







のではないか。すなわち「万人に関わる問題は，万人の同意を要す quod omnes tangit, ab omnibus 
approbetur」このユスティニアヌス法典からの引用については POST, Gaines; Studies in medieval legal 
thought. Public law and the state, 1100−1322. Princeton, 1964. および J. B. HENNEMAN, John Bell; Royal 
Taxation in Fourteenth Century France. The Development of war ﬁnancing 1322−1356, Pinceton 1971. 




13 オーソワは 1,364フランを借入れ，1,315フランを返済し（B2802−1），オータンは 1,463フランを借入
れ，594フランを年度内に返済している（B2383）。
14 商品 12ドニエ税とブドウ酒 1/8税の帳簿は散逸。通常収入簿 B4067の末尾の税収人収支勘定要約
Etatがあり，そこには散逸した帳簿の決算が記載されている。商品 12d税帳簿の残高は 443 £。ブド
ウ酒 1/8税は 266 £の残。これを利用する。それぞれの諸経費を 40 £づつとして，213 £（通常）＋
443 £（12d税）＋ 266 £（1/8税）＋ 80 £（諸経費）＝ 1003 £ という計算をした。
15 拙稿「フィリップ・ル・ボンの財政（6）―税収動向―」pp.98−100. 参照。




17 例えば 1438年 10月の総額 6,000 Salutsの御用金徴収の場合（注 8を参照），その 6,000のうち 2,000（＝ 












22 1433年の徴収時の調査記録としては Dijon（B11585），Beaune et Nuits（B11533）および Chalon





24 翌月オータンの御用金指定徴収役ジャン・ドニゾ Jehan Denizotから返済（B2379, f.10R°）。
25 市民 bourgeoisあるいは住民 habitantと記載されるだけで，職業は明示されない。したがって金融業
者やユダヤが混じっているのか否か，判断できなかった。
26 ルニョーの総合会計簿（B1651）にフロモンからの入金記録はない。
本稿は平成 22年度科学研究費補助金（基盤研究（B））「ヴァロワ朝ブルゴーニュ国家の社会・経済・文化
に関する統合的研究」課題番号：22320146，研究代表者：藤井美男（九州大学経済学研究院教授）を得て，
その連携研究者として実施した現地調査に基づいている。
